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１．研究計画の概要 
 

地球温暖化に関連して，自然界の CO2 吸
収・放出量を精確に評価するために，森林上
の CO2 交換量については，多くのプロジェ
クトで「渦相関法」が取り入れられている。
一方，海洋における CO2交換量については，
海洋と大気との CO2 濃度差から，ある輸送
係数を仮定して推定する，という手法が採用
されてきたが，その真の値を陸上と同様の渦
相関法で測定するシステムを確立すること
をめざしている。 また，雲の凝結核に関わ
る DMS フラックスの測定にも渦相関法を適
用することを目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
 

観測船を用いて，風速の変動に与える船体
の動揺成分を計測し，これを風速成分から除
去して真の風速成分を計算し，これを陸上と
同様な渦相関法に応用する手法をほぼ実用
化することができた。また二酸化炭素変動の
大きさは陸上に比べると一桁以上小さいが，
現在のガス分析計で検出可能な範囲にある
ことがわかった。また，DMS 変動の測定も
独自のオープンパス方式で測定が可能にな
ることが試験的に証明された。これらを統合
して，海面乱流フラックス測定のシステム開
発を進めている。 

これまでの研究で，海面上の二酸化炭素フ
ラックスは値が非常に小さいために，渦相関
法に関係するいくつかの重要な補正項を精
密に評価する必要があることがわかった。ま
た，用いているガス分析計の較正係数の経時
変化について，重要な問題がある可能性が示

唆されている。これらの問題点が明確になっ
たので，今後の研究の進展に期待できる。 

観測船を用いた現場直接測定として，海洋
研究開発機構の観測船「みらい」に研究分担
者・研究協力者が乗船して，大気海洋二酸化
炭素濃度の測定，大気中の DMS 濃度の測定，
渦相関法による乱流フラックスの直接測定
を実施してきた。これらの成果は以下に示す
ような学会誌や学会発表で公表してきた。ま
た、2008 年 3 月には東京大学で本研究グル
ープが主催して「W-PASS Eddy Covariance 
Workshop」を開催して，海面での微量気体
成分を渦相関法で測定する場合の問題点に
ついて、陸域も含めた多方面からの参加者を
含めて有意義な議論をすることができた。 
 現在稼動している船舶を用いた海面乱流
フラックスのリアルタイムデータ表示・解析
プログラムのほかに，別の船舶で短期間同様
な測定を簡易に実施するためのモバイルシ
ステムを構築し，実際の船舶に搭載して試験
運用を行っている。 
 
３．現在までの達成度 
 
＜区分＞ 
②おおむね順調に進展している。 
理由： 
本研究の目的である微量気体成分としての
CO2 と DMS について，熱や水蒸気の海面フ
ラックスと同様に渦相関法を用いて評価す
る基本的な測定法の開発はほぼ達成されて
いる。今後はそれぞれについての測定精度向
上を目指す必要がある。 
 
 



４．今後の研究の推進方策 
 

これまでの研究経過を踏まえて，以下の 4
点について重点的に推進する。 
(1)オープンパス法によるDMSフラックスの

直接測定 
(2)赤外線ガス分析計の特性評価と WPL 

補正の検討 
(3)淡青丸・白鳳丸へのモバイルフラックスシ
ステムの搭載・システム改良 

(4)船体動揺補正技術の精度向上，水平風速成
分の動揺補正 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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